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Armour社の LotNO. D 71209， E 71503， E 71601， 
F71703， G71812， H72009を脱脂肪酸をせずにそのまま
用いた.ポリアクリルアミドゲル電気泳動による分析で















































pH8.9， 0固1M トリス-EDTAー ホウ酸緩衝液による連
続緩衝液系とし，試料は20μ1をマイクロシリンジにとり
スロットに注入した.電流はゲ、Jレ断面積lXO.3CJ!tlζっき












RA TI 0 ) 
図1 BSA単量体の仔在率とモル比の関係
⑫ :6M尿素， pH8.9， 2時間， 250C 
o :5M尿素， PH6.32， 24時間， 250C 
4 8 
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一一一 : SDS/BSA=4 
。:SDS/BSA=7 
00_ : SDS/BSA=l1 
一一 : SDS/BSA二 14
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. : L1A286 
BSA濃度0.33%
6 8 10 12 14 
SDs.lSSA ( MOLAR RATIO) 
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図 Bに L1A286および~L1A2Ð5-300 と SDS/BSA の関係
を示した L1A286はSDS/BSAが4，7， 11の点で顕著
に変化し，L1A295-300はモjレ比が8，12で少し変化する
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o 2 ，4 6 8 10 12 化する乙とは 10~12個の結合 site のうち，異なる結合
SDS/8SA (MOLAR RATIO ") siteの組が寄在する乙とを示しているように考えられ
































































BSA と結合する site の数を 4~5個と報告しているの


















合で， BSAの Sー アミノ基と SDSがイオン的に結合す
ると同時に疎水的にも強く結合し，したがって Markus
ら5)が提唱したように， BSA分子をひきしめるために尿
素による変性を著しく抑制する. (3)第 2 の組は 5~8 伺
までの結合で，乙のときも結合はイオン的かつ疎水的で
あるが， siteの位置がはじめの4個と異なる.変性の抑
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